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GPSと傾斜計を用いたスロースリップ検出の基礎的研究
Basic study on detecting short-term SSE by using GPS and tiltmeter data
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多くの研究で，短期的スロースリップイベントの検出がなされている．本研究では，GPS位置座標のデータ，傾斜
計のデータの両方を用いて短期的 SSEの可能性のあるイベントを検出することを試みた．GPSのデータにおいては，
Nishimura(2013)を参考にし，赤池の情報量基準を用いて SSEの可能性のある位置座標の変位を検出した．手法はほぼ
Nishimura(2013)と同じであるが，一定の大きさの空間内に同時にシグナルが見えるとき短期的 SSEとみなす等，若干手
法が違う．傾斜計のデータにおいては，Kimura et al. (2011)を参考にしたが，これも若干異なる．つまり，観測データが
どの程度ランダムウォークの卓越したものとなっているかを調べたら，ほぼすべてのデータが Bm（ブラウンモーショ
ン）であることが分かったので，Bmの歩幅が有意に大きい範囲にある，つまり異常な傾きの変化を示したイベントを
SSEの可能性があるイベントとして抽出した．これも，GPSデータの解析と同じく，近隣地域で，同じ時間に異常な変
化が見られた場合，SSEの可能性が高いと判断し，そのような時間と場所を検出した．最後に，GPSデータにより検出
された短期的 SSEと，傾斜計データにより検出されたそれを比較した．結果的に，どちらか一方のみで検出されたイベ
ントがとても多く，両データから検出されたイベントは少なかった．また，傾斜計のデータから検出されたイベントに
は，近地での地震，遠地での大地震，台風や豪雨の影響が含まれることが疑われるものが多く混在していた．そのよう
な誤検出が含まれている可能性があるので，GPSデータ，傾斜計データから検出された日について，その信憑性を検討
した．結果は発表時に示す．
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